
　救急業務とは、火災、その他の災害、又は野外、公衆の出入りする場所、若しくは多数の者の出入りする場所

において生じた事故、又はこれに準ずる事故その他の事由により緊急に搬送の必要がある傷病者を救急隊によって

医療機関、その他の場所へ搬送する業務である。

　救助業務とは、広く一般の災害事象により要救護者の生命又は身体に現実の危険が及んでいる事故にあたり、

消防機関が要救護者の危険を排除し、安全な場所に救出する業務である。

（なお、この章で示す表は端数処理の関係で構成比等の合計が100.0％にならないものがある。）

１．救急業務実施体制

　平成２３年４月１日現在における救急業務実施体制は第１表のとおりである。

　　　　　　　　　　　第１表　救　急　業　務　実　施　体　制　 (平成23年４月１日現在）

区分 

消防
（局)本部名

富 山 市 19 (3) 1 5 13 (3) 19 16 16 213 16 197 3 87 77 25 34 18 10 3 3 4 75

高 岡 市 7 (1) 1 6 (1) 7 6 6 44 36 8 41 44 33 11 11 11 11 7 4 32

救急自動車数 ※1

未
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気
管
挿
管
・
薬
剤
投
与

と
も
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薬
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投
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の
み
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1

年

　
　
高
規
格
救
急
自
動
車

満

1
年
以
上
5
年
未
満

5

年

以

魚 津 市 3 (1) 1 2 (1) 3 2 2 34 9 25 10 10 6 4 0 10

氷 見 市 3 1 2 (1) 3 2 2 32 10 22 13 9 2 3 2 2 4 1 3 10

滑 川 市 2 2 2 2 2 20 20 10 9 9 5 2 2 9

黒 部 市 4 (1) 1 3 (1) 4 3 3 53 6 47 17 14 6 8 3 1 2 14

射 水 市 5 3 2 5 5 5 28 28 59 25 25 6 7 4 8 22

上 市 町 2 2 2 2 2 22 22 8 8 3 4 1 7

立 山 町 3 3 2 2 2 24 24 12 10 3 6 0 1 2 2 9

入 善 町 2 1 1 1 2 2 2 20 20 8 8 5 3 0 8

朝 日 町 2 1 2 2 2 22 22 8 8 4 4 0 8

砺波地域消防組合 12 (1) 3 9 (1) 11 10 9 167 167 41 39 1 9 7 22 2 2 38

合　　計 64 (7) 2 (0) 16 (0) 46 (8) 62 54 53 679 77 602 113 282 250 77 95 14 64 32 3 12 0 17 242

※1  （　）内数値は、非常用救急自動車数

※2  救急自動車に乗車する救急隊員資格者のうち、消防庁の統計に合わせて専任・兼任（A）のみ集計に含めた数値

　（救急自動車に乗車しない救急隊員資格者(例：消防本部総務課勤務）及び兼任(B)は除く）

※3  専任の救急隊員として辞令の交付を受けているもの及び職務命令により専ら救急業務に従事している者

※4  救急隊員としての辞令の交付は受けているが、ポンプ自動車等他の消防用自動車と乗換運用している者（兼任辞令）

※5  専任及び兼任(A)の者が休日等の時、代替として救急業務に従事する者

※6  平成23年4月1日現在で、救急救命士の資格を有する消防職員等をいう

  （平成23年3月20日「第34回救急救命士国家試験」【合格発表：平成23年4月12日】に合格した者は含まない）

※7  救急隊員として従事する救急救命士有資格者をいう。（専任、兼任(A)として活動する救急救命士有資格者）

 （病院実習の未修了等の理由で救急救命士としてではなく、救急隊員として従事する救急救命士有資格者も含む）

※8  救急隊員として従事しない救急救命士有資格者（兼任(B)等）をいう。（例：消防本部総務課勤務）

※9  救急隊員として従事する救急救命士有資格者のうち、救急救命士として運用している者

 （病院実習の未修了等の理由で救急救命士としてではなく、救急隊員資格者として従事する救急救命士有資格者は除く）
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２．救急活動状況の概要　（平成22年）

(１) 事故種別救急出場件数

　　　平成22年中の県内における救急出場件数は 35,899件で、前年の 33,378件に比べて2,521件(7.6％)

　　の増加となった。これは、救急車が１日平均 98.4件、14.6分に１回の割合で出場したことになる。

　　（平成21年は１日平均 91.4件、15.8分に１回の割合）

　　  主な事故種別では、交通事故 3,639件(前年比67件増)、一般負傷 5,185件(同417件増)、急病

　　21,821件(同1,855件増)等となっている。

第２表　事故種別救急出場件数 (各年１.１～12.31までの期間中 第４表まで同じ)

区　分 計 水　　難 交通事故 運動競技 一般負傷 急　　病 その他転院 左記以外

22年(A) 35,899 64 3,639 230 5,185 21,821 3,517 1,443
構成比(％) 100.0% 0.2% 10.1% 0.6% 14.4% 60.8% 9.8% 4.0%

21年(B) 33,378 44 3,572 163 4,768 19,966 3,438 1,427
構成比(％) 100.0% 0.1% 10.7% 0.5% 14.3% 59.8% 10.3% 4.3%

(A)-(B)件 2,521 20 67 67 417 1,855 79 16
増 減 率 7.6% 45.5% 1.9% 41.1% 8.7% 9.3% 2.3% 1.1%

(２) 事故種別救急搬送人員

　　　救急搬送人員は 34,015人で、前年の 31,620人に比べて2,395人(7.6％)の増加となった。

　　これは、１年間で県民のおよそ32人に1人が救急隊によって搬送されたことになる。

　　（平成21年はおよそ35人に１人が搬送）

　　  主な事故種別では、交通事故 3,968人(前年比89人増)、一般負傷 4,929人(同401人増)、急病

　　20,471人(同1,717人増)等となっている。

第３表　事故種別救急搬送人員

区　分 計 水　　難 交通事故 運動競技 一般負傷 自損行為 急　　病 左記以外

22年(A) 34,015 37 3,968 231 4,929 267 20,471 4,112
構成比(％) 100.0% 0.1% 11.7% 0.7% 14.5% 0.8% 60.2% 12.1%

21年(B) 31,620 23 3,879 168 4,528 311 18,754 3,957
構成比(％) 100.0% 0.1% 12.3% 0.5% 14.3% 1.0% 59.3% 12.5%

(A)-(B)人 2,395 14 89 63 401 △ 44 1,717 155
増 減 率 7.6% 60.9% 2.3% 37.5% 8.9% -14.1% 9.2% 3.9%

(３) 年齢区分別救急搬送人員

　　　年齢区分別搬送人員は、新生児109人(前年比13人減)、乳幼児1,396人(同120人増)、少年1,197人

　　(同15人増)、成人 11,839人(同584人増)、高齢者 19,474人(同1,689人増)となった。

第４表　年齢区分別救急搬送人員

区　分 計 新生児 乳幼児 少　年 成　人 高齢者

22年(A) 34,015 109 1,396 1,197 11,839 19,474
構成比(％) 100.0% 0.3% 4.1% 3.5% 34.8% 57.3%

21年(B) 31,620 122 1,276 1,182 11,255 17,785
構成比(％) 100.0% 0.4% 4.0% 3.7% 35.6% 56.2%

(A)-(B)人 2,395 △ 13 120 15 584 1,689
増 減 率 7.6% -10.7% 9.4% 1.3% 5.2% 9.5%

(４) 傷病程度別救急搬送人員

　　　傷病程度別搬送人員は、死亡525人(前年比 23人増)、重症3,169人(同114人減)、中等症13,869人

　　(同968人増)、軽症 16,440人(同1,520人増)、その他12人(同2人減)となった。

第５表　傷病程度別救急搬送人員

区　分 計 死　亡 重　症 中等症 軽　症 その他

22年(A) 34,015 525 3,169 13,869 16,440 12
構成比(％) 100.0% 1.5% 9.3% 40.8% 48.3% 0.0%

21年(B) 31,620 502 3,283 12,901 14,920 14
構成比(％) 100.0% 1.6% 10.4% 40.8% 47.2% 0.0%

(A)-(B)人 2,395 23 △ 114 968 1,520 △ 2
増 減 率 7.6% 4.6% -3.5% 7.5% 10.2% -14.3%
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(５) 事故種別年齢区分別傷病程度別搬送人員

火 災
自 然
災 害

水 難
交 通
事 故

労 働
災 害

運 動
競 技

一 般
負 傷

加 害
自 損
行 為

急 病 その他 計

死 亡 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

重 症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 23 24

中 等 症 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 67 69

軽 症 0 0 0 2 0 0 5 0 0 8 0 15

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

計 0 0 0 2 0 0 6 0 0 10 91 109

死 亡 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

重 症 0 0 0 4 0 0 2 0 0 7 12 25

中 等 症 0 0 0 13 0 0 27 0 0 247 62 349

軽 症 0 0 4 106 0 0 270 3 0 618 19 1,020

そ の 他 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 2

計 0 0 4 124 0 0 300 3 0 872 93 1,396

死 亡 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

重 症 0 0 0 17 0 4 2 0 3 5 8 39

中 等 症 0 0 1 53 0 27 43 2 2 87 52 267

軽 症 1 0 2 327 0 61 158 6 7 319 9 890

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 1 0 4 397 0 92 203 8 12 411 69 1,197

死 亡 0 0 3 7 5 0 4 0 19 65 3 106

重 症 1 0 5 78 41 4 59 1 18 345 172 724

中 等 症 7 1 3 362 153 50 383 14 89 1,994 749 3,805

軽 症 13 1 2 1,935 159 80 678 85 69 4,022 155 7,199

そ の 他 0 0 0 0 0 1 1 0 0 2 1 5

計 21 2 13 2,382 358 135 1,125 100 195 6,428 1,080 11,839

死 亡 1 0 4 17 0 0 39 0 10 336 11 418

重 症 3 1 8 95 14 1 414 0 18 1,333 470 2,357

中 等 症 6 1 2 274 20 1 1,392 7 15 6,094 1,567 9,379

軽 症 5 0 2 677 16 2 1,449 16 17 4,984 148 7,316

そ の 他 0 0 0 0 0 0 1 0 0 3 0 4

計 15 2 16 1,063 50 4 3,295 23 60 12,750 2,196 19,474

死 亡 1 0 8 24 5 0 43 0 29 401 14 525

重 症 4 1 13 194 55 9 477 1 39 1,691 685 3,169

中 等 症 13 2 6 702 173 78 1,846 23 106 8,423 2,497 13,869

軽 症 19 1 10 3,047 175 143 2,560 110 93 9,951 331 16,440

そ の 他 0 0 0 1 0 1 3 0 0 5 2 12

計 37 4 37 3,968 408 231 4,929 134 267 20,471 3,529 34,015

［年齢区分］ ［傷病程度区分］

新生児 … 生後 28日以内 死　 亡 … 初診時において、死亡が確認されたもの

乳幼児 … 生後 29日以上満 ７歳未満 重　 症 … 傷病の程度が３週間の入院加療を必要とするもの以上のもの

少　 年 … 満 ７ 歳以上満 18歳未満 中等症 … 傷病の程度が入院を要するもので重症に至らないもの

成　 人 … 満 18歳以上満 65歳未満 軽　 症 … 傷病の程度が入院加療を必要としないもの

高齢者 … 満 65歳以上 その他 … 医師の診断がないもの及び搬送先がその他の場所へ搬送したもの

第６表　事故種別年齢区分別傷病程度別搬送人員

平成22年

合
　
計

新
生
児

乳
幼
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成
　
人

高
齢
者
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図－１　救急出場件数及び救急搬送人員の推移

平成13年～平成22年
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図－２　事故種別救急搬送人員及び割合の推移

平成13年～平成22年

13 000

14,000

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

20,000

21,000

22,000

23,000

24,000

25,000

26,000

27,000

28,000

29,000

30,000

31,000

32,000

33,000

34,000

交通事故 一般負傷 急 病 上記以外
（単位：人）

年(平成) 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年

交通事故 5,105 5,013 4,806 4,949 4,726 4,447 4,468 4,135 3,879 3,968

一般負傷 3,463 3,577 3,848 4,047 4,361 4,428 4,488 4,642 4,528 4,929

急　　　病 13,778 14,453 15,737 16,574 18,306 18,697 19,347 19,002 18,754 20,471

上記以外 3,449 3,709 3,858 4,107 4,452 4,377 4,653 4,648 4,459 4,647

合　　計 25,795 26,752 28,249 29,677 31,845 31,949 32,956 32,427 31,620 34,015
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(５) 現場到着所要時間別出場件数及び収容所要時間別搬送人員

　　　現場到着所要時間は、平均して6.7分かかっており、出場件数の87.5％は覚知から10分内に

　　現場に到着している。

　　　収容所要時間は、平均して28.7分かかっており、搬送人員の62.0％は覚知から30分内に医療

　　機関等へ収容している。

第７表　現場到着所要時間別出場件数　（平成22年中）

区　分 ３分未満
３分以上
５分未満

５分以上
10分未満

10分以上
20分未満

20分以上 計
平　　均
所要時間

急 病 563 3,447 15,079 2,651 81 21,821 6.7

交 通 事 故 77 608 2,387 544 23 3,639 7.0

一 般 負 傷 129 806 3,571 637 42 5,185 6.8

そ の 他 247 1,401 3,110 452 44 5,254 6.1

合　　計 1,016 6,262 24,147 4,284 190 35,899 6.7

構成比(％) 2.8% 17.4% 67.3% 11.9% 0.5% 100.0%

第８表　収容所要時間別搬送人員　（平成22年中）

区　分 10分未満
10分以上
20分未満

20分以上
30分未満

30分以上
60分未満

60分以上
120分未満

120分以上 計
平　　均
所要時間

急 病 10 2,656 9,992 7,599 211 3 20,471 28.6

交 通 事 故 6 542 1,901 1,436 80 3 3,968 29.2

一 般 負 傷 3 640 2,296 1,892 94 4 4,929 29.5

そ の 他 4 903 2,137 1,480 117 6 4,647 28.3

　 合　　計 23 4,741 16,326 12,407 502 16 34,015 28.7

構成比(％) 0.1% 13.9% 48.0% 36.5% 1.5% 0.0% 100.0%

※  … 覚知から現場到着までに要した時間

 … 覚知から傷病者を医療機関等に収容するまでに要した時間

現場到着所要時間

収 容 所 要 時 間
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火 災
自 然
災 害

水 難
交 通
事 故

労 働
災 害

運 動
競 技

一 般
負 傷

加 害
自 損
行 為

急 病 その他

月 2 0 9 551 63 16 738 20 45 3,031 583 5,058 14.9%

曜 火 6 2 5 559 63 16 610 17 38 2,817 551 4,684 13.8%

水 12 1 4 552 63 16 666 16 36 2,772 547 4,685 13.8%

日 木 4 1 4 552 81 18 605 9 39 2,982 489 4,784 14.1%

金 2 0 2 587 67 24 708 13 41 2,885 619 4,948 14.5%

別 土 7 0 7 586 43 45 781 24 40 2,896 427 4,856 14.3%

日 4 0 6 581 28 96 821 35 28 3,088 313 5,000 14.7%

37 4 37 3,968 408 231 4,929 134 267 20,471 3,529 34,015 100.0%

1月 2 0 2 249 24 4 462 7 17 1,937 300 3,004 8.8%

2月 3 0 1 239 39 6 436 8 15 1,479 253 2,479 7.3%

月 3月 3 0 3 300 29 11 360 16 14 1,617 300 2,653 7.8%

4月 2 2 2 305 22 10 380 12 20 1,544 300 2,599 7.6%

5月 1 0 5 331 24 30 396 17 29 1,596 286 2,715 8.0%

6月 1 0 1 307 34 36 375 10 25 1,550 303 2,642 7.8%

7月 4 0 5 354 40 33 373 12 23 1,914 304 3,062 9.0%

8月 4 0 6 393 42 31 406 17 18 1,937 315 3,169 9.3%

9月 4 0 8 361 43 30 370 8 31 1,683 275 2,813 8.3%

別 10月 3 0 2 377 29 23 473 12 27 1,668 265 2,879 8.5%

11月 6 2 1 386 35 9 461 8 23 1,693 301 2,925 8.6%

12月 4 0 1 366 47 8 437 7 25 1,853 327 3,075 9.0%

図－３　曜日別搬送人員 図－４　月別搬送人員

計

合計 （割合）

第９表　曜日別月別搬送人員　（平成22年）
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火 災
自 然
災 害

水 難
交 通
事 故

労 働
災 害

運 動
競 技

一 般
負 傷

加 害
自 損
行 為

急 病 その他

合 計 37 4 37 3,968 408 231 4,929 134 267 20,471 3,529 34,015 100.0%

０ ～ ２ 4 0 1 93 8 0 160 23 8 1,004 96 1,397 4.1%
２ ～ ４ 4 0 0 38 6 0 123 11 11 812 60 1,065 3.1%
４ ～ ６ 1 0 2 82 1 1 152 6 12 918 40 1,215 3.6%
６ ～ ８ 3 0 2 310 12 3 379 2 23 1,767 51 2,552 7.5%
８ ～ 10 4 3 3 503 74 16 652 8 18 2,317 457 4,055 11.9%
10～12 2 1 6 455 83 81 585 5 28 2,156 746 4,148 12.2%
12～14 3 0 2 422 63 40 568 8 32 2,070 591 3,799 11.2%
14～16 6 0 6 486 68 47 534 10 26 1,891 443 3,517 10.3%
16～18 4 0 10 631 60 20 590 9 34 1,957 412 3,727 11.0%
18～20 2 0 2 509 17 11 529 10 30 2,310 291 3,711 10.9%
20～22 3 0 3 259 8 11 407 13 20 1,931 189 2,844 8.4%
22～24 1 0 0 180 8 1 250 29 25 1,338 153 1,985 5.8%

合計 （割合）

図－５　時間別搬送人員（平成22年）
（単位：人）

第10表　事故種別転送回数別搬送人員

（時間）

1,397 

1,065 
1,215 

2,552 

4,055 4,148 

3,799 
3,517 

3,727 3,711 

2,844 

1,985 

0 

500 

1,000 

1,500 

2,000 

2,500 

3,000 

3,500 

4,000 

０～２ ２～４ ４～６ ６～８ ８～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24

（単位：人）

うち応急
処置のみ

うち応急
処置のみ

うち応急
処置のみ

うち応急
処置のみ

うち応急
処置のみ

０ 回 20,408 3,951 4,915 4,626 33,900

１ 回 63 4 17 2 14 4 21 1 115 11

２ 回 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

３ 回 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

４ 回 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

５回以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　計 20,471 4 3,968 2 4,929 4 4,647 1 34,015 11

火 災
自 然
災 害

水 難
交 通
事 故

労 働
災 害

運 動
競 技

一 般
負 傷

加 害
自 損
行 為

急 病 その他

管内在住 35 2 25 2,989 244 115 4,496 104 253 18,898 2,946 30,107 88.5%

管外在住 2 2 11 959 160 116 427 27 14 1,561 582 3,861 11.4%

そ の 他 0 0 1 20 4 0 6 3 0 12 1 47 0.1%

合　　計 37 4 37 3,968 408 231 4,929 134 267 20,471 3,529 34,015 100.0%

住　宅
公衆出
入場所

仕事場 道　路 その他 合　計

14,727 4,183 704 611 246 20,471

61 104 7 3,491 305 3,968

2,990 1,122 59 536 222 4,929

401 3,704 348 58 136 4,647

18,179 9,113 1,118 4,696 909 34,015

53.4% 26.8% 3.3% 13.8% 2.7% 100.0%

合　　　計

構成比（％）

急 病

交 通 事 故

一 般 負 傷

合計 （割合）

急　　病 交通事故 そ の 他

そ の 他

合　　計一般負傷

第11表　管内管外別搬送人員

第12表　発生場所別搬送人員
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脳疾患 心疾患等

死 亡 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

重 症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

中 等 症 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

軽 症 0 0 0 1 0 1 0 0 0 6 8

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 1 0 1 0 0 1 7 10

死 亡 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

重 症 0 0 0 0 0 0 0 0 1 6 7

中 等 症 5 1 5 10 1 29 0 0 28 168 247

軽 症 3 0 4 18 0 26 1 0 96 470 618

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 8 1 9 28 1 55 1 0 125 644 872

死 亡 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

重 症 3 1 0 1 0 0 0 0 0 0 5

中 等 症 5 1 10 5 5 9 1 0 19 32 87

軽 症 9 3 9 12 47 39 0 0 41 159 319

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 17 5 19 18 52 48 1 0 60 191 411

死 亡 5 23 2 4 1 0 0 4 4 22 65

重 症 128 66 17 11 2 9 1 25 17 69 345

中 等 症 270 150 212 94 99 106 86 54 254 669 1,994

軽 症 77 138 226 90 511 216 127 9 597 2,031 4,022

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 480 377 457 199 613 331 214 92 872 2,791 6,426

死 亡 19 137 4 19 0 1 0 17 21 118 336

重 症 359 238 65 129 0 9 10 73 72 378 1,333

中 等 症 971 672 497 799 26 178 128 161 673 1,989 6,094

軽 症 233 257 219 169 94 194 79 12 773 2,954 4,984

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3

第１3表　急病にかかる疾病分類別傷病程度別搬送人員　

その他 不明確
循環器系

合　計精神系 感覚系 泌尿器系 新生物呼吸器系

高
齢
者

消化器系

新
生
児

乳
幼
児

少
　
年

成
　
人

平成22年

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3

計 1,582 1,304 785 1,116 120 382 217 263 1,539 5,442 12,750

死 亡 24 160 6 23 1 1 0 21 25 140 401

重 症 490 305 82 141 2 18 11 98 90 454 1,691

中 等 症 1,251 824 724 908 131 322 215 215 975 2,858 8,423

軽 症 322 398 458 290 652 476 207 21 1,507 5,620 9,951

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3

計 2,087 1,687 1,270 1,362 786 817 433 355 2,597 9,075 20,469

10.2% 8.2% 6.2% 6.7% 3.8% 4.0% 2.1% 1.7% 12.7% 44.3% 100.0%

図-６　急病にかかる疾病分類別搬送人員

構成比

合
　
計

脳疾患

2,087

(10.2%) 心疾患等

1,687

(8.2%)

消化器系

1,270(6.2%)

呼吸器系

1,362(6.7%)

精神系

786

(3.8%)

感覚系

817(4.0%)

泌尿器系

433(2.1%)新生物

355(1.7%)

その他

2,597

(12.7%)

不明確

9,075

(44.3%) 搬送人員

20,469

433(2.1%)新生物

355(1.7%)
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3
△

 2
1
4

8
9

1
0
2

6
3

4
0
1

△
 7

△
 4

4
1
,7

1
7

7
5

2
,3

9
5
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第
1
7
表

　
年

齢
区

分
及

び
傷

病
程

度
別

搬
送

人
員

（
平

成
2
2
年

）

１
月

１
日

～
1
2
月

3
1
日

区
分

消
防

(局
)本

部
新

生
児

乳
幼

児
少

　
年

成
　

人
高

齢
者

計
死

　
亡

重
　

症
中

等
症

軽
　

症
そ

の
他

計

富
山

市
5
8

6
0
3

5
5
6

5
,3

9
6

8
,1

2
8

1
4
,7

4
1

3
3

1
,1

0
3

5
,8

6
6

7
,7

3
8

1
1
4
,7

4
1

高
岡

市
2
8

2
3
7

1
8
2

1
,8

0
9

2
,8

0
6

5
,0

6
2

1
3
9

3
6
5

2
,1

4
7

2
,4

1
1

0
5
,0

6
2

魚
津

市
1

5
5

4
9

4
4
0

7
5
7

1
,3

0
2

2
3

1
1
2

6
8
5

4
8
2

0
1
,3

0
2

氷
見

市
0

4
9

4
2

4
0
0

9
2
1

1
,4

1
2

7
6

1
2
4

6
1
3

5
9
9

0
1
,4

1
2

滑
川

市
0

5
2

4
1

3
4
4

5
8
3

1
,0

2
0

1
2

1
0
3

3
9
7

5
0
8

0
1
,0

2
0

黒
部

市
1
2

4
4

4
2

3
7
9

7
0
2

1
,1

7
9

6
5

1
6
1

4
8
3

4
6
7

3
1
,1

7
9

射
水

市
3

1
3
2

8
0

9
6
4

1
,4

5
4

2
,6

3
3

7
4

3
9
8

1
,0

3
0

1
,1

3
0

1
2
,6

3
3

上
市

町
0

3
0

1
9

2
0
5

4
9
0

7
4
4

6
5
9

4
3
3

2
4
6

0
7
4
4

年
 齢

 区
 分

 別
 救

 急
 搬

 送
 人

 員
傷

 病
 程

 度
 別

 救
 急

 搬
 送

 人
 員

　

上
市

町
0

3
0

1
9

2
0
5

4
9
0

7
4
4

6
5
9

4
3
3

2
4
6

0
7
4
4

立
山

町
0

3
4

3
7

3
0
4

6
0
1

9
7
6

9
4
6

3
8
2

5
3
4

5
9
7
6

入
善

町
4

1
7

2
3

2
0
8

4
3
4

6
8
6

1
2

1
2
2

3
1
9

2
3
3

0
6
8
6

朝
日

町
1

1
1

1
0

1
5
5

3
0
0

4
7
7

1
5

1
2
4

1
8
1

1
5
7

0
4
7
7

砺
波

地
域

消
防

組
合

2
1
3
2

1
1
6

1
,2

3
5

2
,2

9
8

3
,7

8
3

6
1

4
5
2

1
,3

3
3

1
,9

3
5

2
3
,7

8
3

合
　

　
　

　
 計

1
0
9

1
,3

9
6

1
,1

9
7

1
1
,8

3
9

1
9
,4

7
4

3
4
,0

1
5

5
2
5

3
,1

6
9

1
3
,8

6
9

1
6
,4

4
0

1
2

3
4
,0

1
5

構
成

比
 (
％

)
0
.3

%
4
.1

%
3
.5

%
3
4
.8

%
5
7
.3

%
1
0
0
.0

%
1
.5

%
9
.3

%
4
0
.8

%
4
8
.3

%
0
.0

%
1
0
0
.0

%

前
 年

 計
1
2
2

1
,2

7
6

1
,1

8
2

1
1
,2

5
5

1
7
,7

8
5

3
1
,6

2
0

5
0
2

3
,2

8
3

1
2
,9

0
1

1
4
,9

2
0

1
4

3
1
,6

2
0

比
較

増
減

△
 1

3
1
2
0

1
5

5
8
4

1
,6

8
9

2
,3

9
5

2
3

△
 1

1
4

9
6
8

1
,5

2
0

△
 2

2
,3

9
5
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第
1
8
表

　
収

 容
 所

 要
 時

 間
 別

 搬
 送

 人
 員

 （
平

成
2
2
年

）

  
  
  
1
月

1
日

～
1
2
月

3
1
日

時
間

1
0
分

以
上

2
0
分

以
上

3
0
分

以
上

6
0
分

以
上

収
容

平
成

平
成

2
0
分

未
満

3
0
分

未
満

6
0
分

未
満

1
2
0
分

未
満

計
平

均
2
1
年

2
0
年

う
ち

う
ち

う
ち

う
ち

う
ち

う
ち

う
ち

所
要

平
均

平
均

消
防

本
部

管
外

管
外

管
外

管
外

管
外

管
外

管
外

時
間

時
間

時
間

富
山

市
8

0
1
,4

9
4

0
6
,8

7
2

5
6
,1

6
0

1
1

2
0
2

6
5

0
1
4
,7

4
1

2
2

7
2
1
3

2
9
.9

2
8
.8

2
7
.9

高
岡

市
3

0
1
,0

9
3

3
4

2
,9

6
4

1
0
9

9
7
5

1
0
2

2
7

1
8

0
0

5
,0

6
2

2
6
3

7
9
6

2
4
.8

2
4
.3

2
4
.2

魚
津

市
1

0
3
6
7

1
1

7
6
2

1
3
9

1
6
3

7
5

9
6

0
0

1
,3

0
2

2
3
1

8
1
0
4

2
3
.9

2
3
.1

2
3
.3

氷
見

市
2

0
1
8
3

0
6
5
1

1
8

5
3
4

1
7
0

4
1

3
2

1
1

1
,4

1
2

2
2
1

8
1
3
1

2
9
.8

2
9
.1

2
9
.3

滑
川

市
0

0
1
9
4

1
4
2
8

8
7

3
8
3

3
0
6

1
5

1
3

0
0

1
,0

2
0

4
0
7

1
0

1
1
5

2
8
.8

2
7
.3

2
5
.7

黒
部

市
1

0
2
5
9

1
5
3
2

1
0

3
5
4

6
4

3
2

2
9

1
1

1
,1

7
9

1
0
5

9
1
2
3

2
7
.7

2
7
.5

2
5
.9

射
水

市
2

0
2
5
4

2
4

1
,3

6
1

4
8
2

1
,0

0
0

6
6
8

1
6

1
0

0
0

2
,6

3
3

1
,1

8
4

6
9
9

2
8
.4

2
7
.7

2
7
.3

上
市

町
2

0
1

8
0

2
2
1

3
3

1
3
1
9

1
2

9
0

0
4
4

3
8
1

6
9
3

2
9

2
8

2
2
6

9

収
容

最
短

時
間

収
容

最
長

時
間

1
0
分

未
満

1
2
0
分

以
上

上
市

町
2

0
1
5
8

0
2
2
1

5
3

3
5
1

3
1
9

1
2

9
0

0
7
4
4

3
8
1

6
9
3

2
9
.7

2
8
.2

2
6
.9

立
山

町
0

0
5
1

2
4

3
1
7

2
8
2

5
4
9

5
3
2

5
4

5
1

5
5

9
7
6

8
9
4

1
0

1
8
3

3
5
.6

3
5
.6

3
4
.3

入
善

町
0

0
1
3

7
2
4
8

2
4
4

4
2
3

4
2
3

2
2

0
0

6
8
6

6
7
6

1
3

6
9

3
1
.9

3
0
.7

2
5
.9

朝
日

町
3

0
1
8
7

0
1
5
2

3
3

1
2
4

8
8

1
0

7
1

0
4
7
7

1
2
8

4
1
3
3

2
5
.1

2
6
.0

2
4
.6

砺
波

地
域

消
防

組
合

1
0

4
8
8

6
1
,8

1
8

1
7
2

1
,3

9
1

3
6
6

8
2

2
7

3
0

3
,7

8
3

5
7
1

9
1
3
1

2
9
.3

2
9
.3

2
8
.2

合
　

　
　

計
2
3

0
4
,7

4
1

1
0
8

1
6
,3

2
6

1
,6

3
4

1
2
,4

0
7

3
,1

2
4

5
0
2

2
1
0

1
6

7
3
4
,0

1
5

5
,0

8
3

最
短

４
最

長
2
1
3

2
8
.7

2
7
.9

2
7
.2

構
成

比
(％

)
0
.1

%
0
.0

%
1
3
.9

%
0
.3

%
4
8
.0

%
4
.8

%
3
6
.5

%
9
.2

%
1
.5

%
0
.6

%
0
.0

%
0
.0

%
1
0
0
.0

%
1
4
.9

%
※

時
間

（
単

位
：
分

）

※
平

成
2
0
年

か
ら

は
、

時
間

計
測

の
始

点
を

1
1
9
番

入
電

時
刻

に
統

一
し

た
た

め
、

見
か

け
上

の
時

間
が

延
び

て
い

る
。
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第
1
9
表

　
　

救
　

急
　

医
　

療
　

体
　

制
　

(　
医

　
療

　
機

　
関

　
数

　
)

[平
成

2
3
年

４
月

１
日

現
在

]

医
療

機
関

救
 急

 医
 療

 機
 関

 
そ

 の
 他

 の
 医

 療
 機

 関
合

　
　

　
　

　
計

国
立

公
立

公
的

私
　

的
計

国
立

公
立

公
的

私
　

的
計

国
立

公
立

公
的

私
　

的
計

消
防

本
部

病
院

診
療

所
病

院
診

療
所

病
院

診
療

所

富
山

市
1

2
2

7
3

1
5

0
2

3
4
1

3
3
2

3
7
8

1
4

5
4
8

3
3
5

3
9
3

高
岡

市
0

1
3

4
2

1
0

0
0

0
9

1
3
8

1
4
7

0
1

3
1
3

1
4
0

1
5
7

魚
津

市
1

0
0

0
0

1
0

0
0

5
3
2

3
7

1
0

0
5

3
2

3
8

氷
見

市
0

1
0

1
1

3
0

0
0

2
2
3

2
5

0
1

0
3

2
4

2
8

滑
川

市
0

0
1

0
0

1
0

0
0

1
1
9

2
0

0
0

1
1

1
9

2
1

黒
部

市
0

1
0

1
1

3
0

2
0

2
3
0

3
4

0
3

0
3

3
1

3
7

黒
部

市
0

1
0

1
1

3
0

2
0

2
3
0

3
4

0
3

0
3

3
1

3
7

射
水

市
0

1
0

1
2

4
0

0
0

4
5
4

5
8

0
1

0
5

5
6

6
2

上
市

町
0

1
0

0
0

1
0

0
0

0
1
3

1
3

0
1

0
0

1
3

1
4

立
山

町
0

0
0

1
0

1
0

3
0

0
1
1

1
4

0
3

0
1

1
1

1
5

入
善

町
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
1
0

1
1

0
0

0
1

1
0

1
1

朝
日

町
0

1
0

1
0

2
0

0
0

1
5

6
0

1
0

2
5

8

砺
波

地
域

消
防

組
合

0
3

1
0

1
5

1
6

1
1
3

6
4

8
5

1
9

2
1
3

6
5

9
0

合
　

　
　

計
2

1
1

7
1
6

1
0

4
6

1
1
3

4
7
9

7
3
1

8
2
8

3
2
4

1
1

9
5

7
4
1

8
7
4
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第
2
0
表

　
　

医
　

療
　

機
　

関
　

別
　

搬
　

送
　

人
　

員
 （

平
成

2
2
年

)
1
月

1
日

～
1
2
月

3
1
日

医
療

機
関

救
　

　
急

　
　

医
　

　
療

　
　

機
　

　
関

そ
　

　
の

　
　

他
　

　
の

　
　

医
　

　
療

　
　

機
　

　
関

国
　

　
立

公
　

　
立

公
　

　
的

私
　

　
的

計
国

　
　

立
公

　
　

立
公

　
　

的
私

　
　

的
計

病
　

院
診

療
所

病
　

院
診

療
所

消
防

本
部

う
ち

管
外

う
ち

管
外

う
ち

管
外

う
ち

管
外

う
ち

管
外

う
ち

管
外

う
ち

管
外

う
ち

管
外

う
ち

管
外

う
ち

管
外

う
ち

管
外

う
ち

管
外

富
山

市
1
,0

2
8

1
6
,4

8
9

7
5
,2

9
4

8
1
,2

3
7

6
2
2

0
1
4
,0

7
0

2
2

3
0

0
2
6
4

0
0

0
1
4
3

0
2
3
0

0
6
6
7

0

高
岡

市
5
1

5
1

1
,8

3
7

1
5
2

3
,0

9
7

1
3

3
8

3
2

5
0

5
,0

2
8

2
4
8

2
2

4
0

0
0

1
7

9
1
1

4
3
4

1
5

魚
津

市
1
,0

6
3

1
3

2
1
5

2
0
2

1
5

1
5

1
0

0
0

1
,2

9
4

2
3
0

0
0

0
0

0
0

7
1

1
0

8
1

氷
見

市
7

7
1
,2

1
1

6
1

1
4
2

1
4
2

4
8

8
0

0
1
,4

0
8

2
1
8

0
0

0
0

0
0

3
3

1
0

4
3

滑
川

市
7
2

7
2

1
7
9

1
7
9

7
5
9

1
5
3

0
0

0
0

1
,0

1
0

4
0
4

0
0

0
0

0
0

3
3

7
0

1
0

3

黒
部

市
6
9

6
9

1
,1

0
2

3
1

1
1

4
2

1
0

1
,1

7
7

1
0
3

0
0

0
0

0
0

1
1

1
1

2
2

射
水

市
1
2
0

1
2
0

1
,4

3
0

4
1
7

6
2
2

6
2
2

4
3
2

2
0

4
1

2
,6

0
8

1
,1

8
0

0
0

0
0

0
0

8
4

1
7

0
2
5

4

上
市

町
1
7

1
7

5
4
3

2
0
2

1
7
9

1
5
8

3
3

1
1

7
4
3

3
8
1

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

1
0

立
山

町
2
6

2
6

5
5
3

5
4
8

3
0
2

2
9
9

7
2

8
4

4
9
5
7

8
8
5

0
0

2
2

0
0

1
2

6
1

0
1
5

8

入
善

町
2
9

2
9

6
1
6

6
1
6

0
0

2
0

2
0

0
0

6
6
5

6
6
5

0
0

0
0

0
0

2
1

1
1

0
0

2
1

1
1

朝
日

町
6

6
3
6
8

1
1
2

1
0

1
0

8
0

0
0

0
4
6
4

1
2
8

0
0

0
0

0
0

1
3

0
0

0
1
3

0

砺
波

地
域

消
防

組
合

6
5

6
5

3
,1

5
2

3
4
8

5
1
6

1
3
0

2
0

1
9

7
0

3
,7

6
0

5
6
2

7
4

0
0

0
0

7
2

4
0

1
8

6

合
　

　
　

計
2
,5

5
3

4
7
6

1
7
,6

9
5

2
,8

7
5

1
0
,9

3
7

1
,5

5
1

1
,9

5
5

1
1
8

4
4

6
3
3
,1

8
4

5
,0

2
6

3
9

6
2
7
0

2
1

0
2
3
5

4
0

2
7
3

5
8
1
8

5
3
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医
療

機
関

国
　

　
立

公
　

　
立

公
　

　
的

私
　

　
的

合
　

　
計

病
　

院
診

療
所

計

消
防

本
部

う
ち

管
外

う
ち

管
外

う
ち

管
外

う
ち

管
外

う
ち

管
外

う
ち

管
外

う
ち

管
外

う
ち

管
外

う
ち

管
外

う
ち

管
外

富
山

市
1
,0

5
8

1
6
,7

5
3

7
5
,2

9
4

8
1
,3

8
0

6
2
5
2

0
1
4
,7

3
7

2
2

0
0

4
0

4
0

1
4
,7

4
1

2
2

高
岡

市
5
3

5
3

1
,8

4
1

1
5
2

3
,0

9
7

1
3

5
5

4
1

1
6

4
5
,0

6
2

2
6
3

0
0

0
0

0
0

5
,0

6
2

2
6
3

魚
津

市
1
,0

6
3

1
3

2
1
5

2
0
2

1
5

1
5

8
1

1
0

1
,3

0
2

2
3
1

0
0

0
0

0
0

1
,3

0
2

2
3
1

氷
見

市
7

7
1
,2

1
1

6
1

1
4
2

1
4
2

5
1

1
1

1
0

1
,4

1
2

2
2
1

0
0

0
0

0
0

1
,4

1
2

2
2
1

滑
川

市
7
2

7
2

1
7
9

1
7
9

7
5
9

1
5
3

3
3

7
0

1
,0

2
0

4
0
7

0
0

0
0

0
0

1
,0

2
0

4
0
7

黒
部

市
6
9

6
9

1
,1

0
2

3
1

1
1

5
3

2
1

1
,1

7
9

1
0
5

0
0

0
0

0
0

1
,1

7
9

1
0
5

計

計

1
月

1
日

～
1
2
月

3
1
日

接
骨

院
等

そ
の

他

そ
　

の
　

他
　

の
　

場
　

所

射
水

市
1
2
0

1
2
0

1
,4

3
0

4
1
7

6
2
2

6
2
2

4
4
0

2
4

2
1

1
2
,6

3
3

1
,1

8
4

0
0

0
0

0
0

2
,6

3
3

1
,1

8
4

上
市

町
1
7

1
7

5
4
3

2
0
2

1
8
0

1
5
8

3
3

1
1

7
4
4

3
8
1

0
0

0
0

0
0

7
4
4

3
8
1

立
山

町
2
6

2
6

5
5
5

5
5
0

3
0
2

2
9
9

8
4

1
4

5
4

9
7
2

8
9
3

0
0

4
1

4
1

9
7
6

8
9
4

入
善

町
2
9

2
9

6
1
6

6
1
6

0
0

4
1

3
1

0
0

6
8
6

6
7
6

0
0

0
0

0
0

6
8
6

6
7
6

朝
日

町
6

6
3
6
8

1
1
2

1
0

1
0

9
3

0
0

0
4
7
7

1
2
8

0
0

0
0

0
0

4
7
7

1
2
8

砺
波

地
域

消
防

組
合

7
2

6
9

3
,1

5
2

3
4
8

5
1
6

1
3
0

2
7

2
1

1
1

0
3
,7

7
8

5
6
8

0
0

5
3

5
3

3
,7

8
3

5
7
1

合
　

　
　

計
2
,5

9
2

4
8
2

1
7
,9

6
5

2
,8

7
7

1
0
,9

3
8

1
,5

5
1

2
,1

9
0

1
5
8

3
1
7

1
1

3
4
,0

0
2

5
,0

7
9

0
0

1
3

4
1
3

4
3
4
,0

1
5

5
,0

8
3
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第
2
1
表

　
救

 急
 隊

 員
 の

 行
 っ

 た
 応

 急
 処

 置
 件

 数
 （

平
成

2
2
年

）
1
月

1
日

～
1
2
月

3
1
日

応
急

処
置

応
急

処
置

止
　

血
固

　
定

人
工

呼
吸

心
マ

ッ
サ

ー
ジ

心
肺

蘇
生

酸
素

吸
入

　
気

 
道

 
確

 
保

保
　

温
被

　
覆

消
防

本
部

対
象

人
員

う
ち

自
動

う
ち

自
動

(
＊

１
)

(
＊

２
)

(
＊

３
)

(
＊

４
)

富
山

市
1
4
,
6
4
5

4
0
2

1
,
1
5
1

1
2
1

8
0

3
3
8
4

3
2

3
,
1
0
1

6
2
7

8
7

5
6

1
0
7

6
7

6
,
7
7
0

1
,
0
0
9

高
岡

市
5
,
0
0
5

1
4
0

1
,
0
7
9

3
6

0
0

1
6
2

0
1
,
6
7
5

2
7
3

2
9

7
0

1
1

6
5
4

4
1
6

魚
津

市
1
,
2
9
1

6
1

2
8
3

4
1

0
4
2

0
4
8
7

1
0
6

4
0

4
1
5

5
9

6
5

氷
見

市
1
,
4
0
7

6
6

1
4
5

6
0

0
8
0

0
4
6
6

1
0
1

3
6

0
0

1
2
4

8
9

滑
川

市
1
,
0
1
3

5
6

1
0
2

6
1

0
3
6

0
2
4
0

4
7

8
1
0

1
1
3

6
6

5
8

黒
部

市
1
,
1
5
3

2
9

1
3
9

8
0

0
3
7

0
2
9
6

6
6

2
7

0
1
9

9
3
9

6
9

射
水

市
2
,
5
8
2

1
0
0

2
2
6

3
1

0
0

1
0
5

0
8
2
2

2
1
9

2
3

1
7

1
0

8
3
2

1
6
5

上
市

町
7
0
9

1
2

6
6

1
5

0
0

3
0

0
1
7
2

4
9

0
0

8
9

4
1

5
7

立
山

町
9
6
1

2
3

6
9

4
0

0
2
1

0
2
3
4

3
0

1
2

1
9

1
5

6
1

入
善

町
6
8
2

2
6

5
3

4
8

0
0

4
9

0
2
0
2

5
4

0
5

0
2

4
2
6

朝
日

町
4
7
2

2
8

4
8

2
0

0
2
1

0
1
0
4

2
6

0
4

2
0

2
7

砺
波

地
域

消
防

組
合

3
,
7
7
3

1
5
2

4
3
3

2
3

1
0

1
1
1

0
1
,
2
0
5

1
8
4

7
7

1
1

1
,
9
3
6

2
1
2

合
　

　
　

計
3
3
,
6
9
3

1
,
0
9
5

3
,
7
9
4

3
0
4

8
3

3
1
,
0
7
8

3
2

9
,
0
0
4

1
,
7
8
2

1
6
4

1
8
4

1
2
6

1
3
6

1
1
,
4
4
2

2
,
2
3
4

気
道

確
保

欄
の

(
＊

１
)
は

、
経

鼻
エ

ア
ウ

ェ
イ

を
使

用
し

て
気

道
確

保
を

行
っ

た
件

数
で

内
数

。
(
＊

２
)
は

、
喉

頭
鏡

・
鉗

子
等

を
使

用
し

て
異

物
除

去
を

行
っ

た
件

数
で

内
数

。
(
＊

３
)
は

、
救

急
救

命
士

が
ラ

リ
ン

ゲ
ア

ル
マ

ス
ク

等
を

使
用

し
て

気
道

確
保

を
行

っ
た

件
数

で
内

数
。

(
＊

４
)
は

、
救

急
救

命
士

が
気

管
挿

管
処

置
を

実
施

し
て

気
道

確
保

を
行

っ
た

件
数

で
内

数
。

－ 99 －



応
急

処
置

　
在

宅
療

法
継

続

消
防

本
部

(
＊

Ａ
)

(
＊

Ｂ
)

(
＊

Ｃ
)

富
山

市
2
4

0
2

2
2

1
4
5

9
0

3
1

1
3
0

1
3
,
7
3
7

1
,
8
5
5

1
4
,
0
9
6

4
,
0
6
0

4
7
,
7
1
4

高
岡

市
1
1

0
0

1
1

0
1
7

8
4

1
,
7
2
4

4
,
5
2
9

3
6
4

4
,
7
9
7

1
,
9
3
1

1
7
,
8
2
0

魚
津

市
1
0

1
0

9
2

1
6

3
4
7
3

1
,
2
0
6

3
8
1

1
,
2
3
4

4
6
8

4
,
8
9
2

氷
見

市
0

0
0

0
0

1
0

1
5
4
3

1
,
2
7
8

6
3

1
,
3
0
9

3
8
9

4
,
6
6
1

滑
川

市
7

0
3

2
0

5
2

2
7
7
6

9
4
0

3
5

9
7
1

2
4
6

3
,
5
9
6

黒
部

市
1
3

0
1

1
3

0
1
7

0
0

0
1
,
0
5
7

1
4
9

1
,
0
8
8

1
9
5

4
,
1
0
2

射
水

市
2
1

3
2

1
6

0
1
5

2
0

1
,
1
6
1

2
,
3
5
2

2
9
2

2
,
4
4
2

8
5
2

9
,
6
3
7

上
市

町
5

5
0

0
0

3
0

0
2
0

6
5
0

4
0

6
7
3

1
8
8

2
,
0
2
1

計
シ

 
ョ

 
ッ

 
ク

パ
ン

ツ
に

よ
る

血
圧

の
保

持
除

細
動

静
脈

路
確

保
（

輸
　

液
）

そ
の

他
の

応
急

処
置

血
圧

測
定

聴
診

器
に

よ
る

心
音

・
呼

吸
音

の
聴

取

血
 
中

 
酸

 
素

飽
和

度
の

測
定

心
電

図
薬

剤
投

与

立
山

町
7

0
1

6
0

0
1
3

7
1
3

9
1
9

1
2
7

9
2
1

2
1
8

2
,
6
8
2

入
善

町
0

0
0

0
0

6
0

0
4
7
2

6
1
7

2
6

6
2
0

3
4
3

2
,
5
4
6

朝
日

町
0

0
0

0
0

2
0

0
2

4
3
0

0
4
3
3

6
3

1
,
1
6
8

砺
波

地
域

消
防

組
合

1
3

2
3

9
0

2
2

0
0

1
8
5

3
,
5
7
0

9
4
5

3
,
6
3
6

2
,
2
2
6

1
4
,
8
5
4

合
　

　
　

計
1
1
1

1
1

1
2

8
8

3
1
3
4

1
2
1

4
8

5
,
4
9
9

3
1
,
2
8
5

4
,
2
7
7

3
2
,
2
2
0

1
1
,
1
7
9

1
1
5
,
6
9
3

在
宅

療
法

継
続

欄
の

 
(
＊

Ａ
)
は

、
在

宅
中

心
静

脈
栄

養
管

理
・

在
宅

化
学

療
法

等
に

よ
り

点
滴

が
施

さ
れ

て
い

る
傷

病
者

に
対

し
て

応
急

処
置

等
を

行
っ

た
件

数
で

内
数

。
　

　
 
(
＊

Ｂ
)
は

、
気

管
切

開
孔

又
は

気
管

ろ
う

・
人

工
肛

門
等

の
外

ろ
う

が
施

さ
れ

て
い

る
傷

病
者

に
対

し
て

応
急

処
置

を
行

っ
た

件
数

で
内

数
。

　
　

 
(
＊

Ｃ
)
は

、
(
＊

Ａ
)
(
＊

Ｂ
)
以

外
の

在
宅

療
法

継
続

中
の

傷
病

者
に

対
し

て
応

急
処

置
を

行
っ

た
件

数
で

内
数

。
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３
．

　
高

速
自

動
車

国
道

救
急

実
施

状
況

　
　

高
速

道
路

救
急

業
務

に
関

す
る

答
申

に
基

づ
き

、
高

速
道

路
に

お
け

る
救

急
業

務
を

中
日

本
高

速
道

路
株

式
会

社
と

イ
ン

タ
ー

所
在

市
町

村
が

相
協

力
し

て
実

施
し

て
い

る
。

　
　

高
速

自
動

車
国

道
に

お
け

る
救

急
業

務
の

実
施

体
制

は
第

2
2
表

、
救

急
出

場
件

数
及

び
搬

送
人

員
は

第
2
3
表

の
と

お
り

で
あ

る
。

　
道

路
名

北
陸
自
動
車
道

第
2
2
表

　
高

速
自

動
車

国
道

に
お

け
る

救
急

体
制

（
平

成
2
3
年

４
月

１
日

現
在

）

救
急

業
務

上
り

実
施

市
町

村
名

車
線

及
び

下
り

実
施

区
間

車
線

　
道

路
名

東
海
北
陸
自
動
車
道

第
2
3
表

 北
陸

及
び

東
海

北
陸

自
動

車
道

 Ｉ
・
Ｃ

別
救

急
出

場
件

数
及

び
搬

送
人

員
  

(平
成

2
2
年

)

救
急

業
務

上
り

実
施

市
町

村
名

車
線

及
び

下
り

実
施

区
間

車
線

朝
日

町
消

防
本

部

黒
部

市
消

防
本

部

4
2
.6

 k
m

砺
波

地
域

消
防

組
合

1
1
.1

 k
m

1
6
.3

 k
m

1
5
.2

km

砺
波

地
域

消
防

組
合

0
2

五
箇

山

岐
阜

県
富

山
県

1
7
.3

 k
m

糸
魚

川
市

朝
日

町

8
.7

 k
m

白
川

郷

黒
部

市

1
0
1
.9

 k
m

Ｈ
 4

. 
3
. 

2
8

富
山

市
砺

波
地

域
消

防
組

合

(9
4
,2

0
9
)

(3
3
,5

3
3
)

黒
　

部
魚

　
津

(1
8
1
,2

2
9
)

(4
2
1
,2

3
9
)

(3
0
,6

8
4
)

（
5
8
,1

4
0
）

2
3

（
4
9
,4

2
9
）

砺
　

波
小

矢
部

イ
ン

タ
ー

チ
ェ

ン
ジ

名
親

不
知

朝
　

日

高
岡

市

富
　

山
　

西

入
善

町
糸

魚
川

市

(9
4
,2

0
9
)

射
水

市

2

(3
4
,0

0
2
)

(2
2
,2

7
8
)

射
水

市

黒
部

市
立

山
町

富
山

市

8

立
山

町

1
2

魚
津

市
滑

川
市

5
.1

km

5
1

9
.6

 k
m

9
.3

 k
m

8
.1

 k
m

1
2
.3

 k
m

1

砺
波

地
域

消
防

組
合

- 1
21
7
.6

 k
m

1
4

9 7

砺
波

地
域

消
防

組
合

1
61 2
6

- 1
6

射
水

市

金
沢

市

砺
波

地
域

消
防

組
合

5 5

6

金
沢

森
本

9
.4

 k
m

1
4
.3

 k
m

小
　

杉

1

小
　

　
　

　
計

小
　

　
　

　
計

東
海

北
陸

自
動

車
道

〃

1
0
7

合
　

　
　

　
計

8
9

1
4

出
場

件
数

5 1 9

8
1

1
0

1
3

黒
　

　
部

魚
　

　
津

搬
送

人
員

8 4 9
91
1 5

6

滑
　

　
川

立
　

　
山

富
　

　
山

小
　

　
杉

富
山

西

1
34 7
3

射
水

市
消

防
本

部

砺
波

地
域

消
防

組
合

消
防

本
部

富
山

市
消

防
局

砺
波

地
域

消
防

組
合

消
防

本
部

砺
波

地
域

消
防

組
合

消
防

本
部

砺
波

地
域

消
防

組
合

消
防

本
部

五
箇

山

〃 〃 〃

小
矢

部

福
　

　
光

砺
波

地
域

消
防

組
合

消
防

本
部

砺
　

　
波

砺
　

　
波

関
係

（
通

過
）
市

町
村

名

北
 陸

 自
 動

 車
 道

〃 〃 〃 〃

福
　

光

白
川

村

富
山

県

〃〃

（
人

口
）

イ
ン

タ
ー

チ
ェ

ン
ジ

名

（
 Ｉ

・
Ｃ

 ）
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４. 救助業務実施体制及び活動状況

(1) 救助業務実施体制

　平成23年4月１日現在、12消防（局）本部に 20隊の救助隊が設置されている。

  救助隊員数は306人で、その内訳は専任34人、兼任272人となっている。

  また、救助工作車は、12消防（局）本部に17台装備されている。

第24表　救助業務実施体制

(平成２３年４月１日現在)

救 助 隊 数 (隊) 救 助 隊 員 数 (人) 救助工作

計 専　任 兼　任 計 専　任 兼　任 車数(台)

富 山 市 3 1 2 27 14 13 3

高 岡 市 4 1 3 60 8 52 2

魚 津 市 1 1 12 12 1

氷 見 市 1 1 10 10 1

滑 川 市 1 1 22 22 1

黒 部 市 2 2 24 24 2

射 水 市 2 2 26 26 2

上 市 町 1 1 16 16

立 山 町 1 1 23 23 1

入 善 町 1 1 21 21 1

朝 日 町 1 1 20 20 1

砺波地域消防組合 2 2 45 45 2

合 計 20 3 17 306 34 272 17

(注)「専任隊」とは、災害時において専ら救助工作車で出動し、救助活動を行う隊をいう。
　　「兼任隊」とは、災害の態様により、救助活動のほか消火活動等を兼ねる隊をいう。
　　「専任隊員」とは、専任隊の隊員のうち辞令又は職務命令により、専ら救助活動を行う者をいう。
　　「兼任隊員」とは、専任隊の専任隊員以外の者をいう。

消防(局）本部名
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　救助活動状況の概要　（平成22年）

　ア 救助出動件数

     救助出動件数は548件で前年の535件に比べ13件の増加となった。

　　　主な事故種別では、火災22件(前年比3件増)、交通事故305件(同2件増)、水難事故63件

　　(同7件増)等となっている。

(各年１.１～12.31までの期間中)

区　分 計 火　　災 交通事故 水難事故
風水害等
自然災害

機械による
事　　　故

左記以外

22年(A) 548 22 305 63 1 17 140

21年(B) 535 19 303 56 0 13 144

(A)-(B)件 13 3 2 7 1 4 △ 4

　イ 救助活動件数

　　　救助活動件数は304件で前年の286件に比べ18件の増加となった。

　　　主な事故種別では、火災22件(前年比3件増)、交通事故151件(同4件増)、水難事故46件

　　(同8件増)等となっている。

(各年１.１～12.31までの期間中)

区　分 計 火　　災 交通事故 水難事故
風水害等
自然災害

機械による
事　　　故

左記以外

22年(A) 304 22 151 46 1 9 75

21年(B) 286 19 147 38 0 6 76

(A)-(B)件 18 3 4 8 1 3 △ 1

　ウ 救助人員

　　　救助人員は340人で前年の323人に比べ17人増加した。

　　　主な事故種別では、火災18人(前年比9人増)、交通事故196人(同12人増)、水難事故43人

　　(同5人増)等となっている。

(各年１.１～12.31までの期間中)

区　分 計 火　　災 交通事故 水難事故
風水害等
自然災害

機械による
事　　　故

左記以外

22年(A) 340 18 196 43 1 9 73

21年(B) 323 9 184 38 0 6 86

(A)-(B)人 17 9 12 5 1 3 △ 13

　エ 活動人員

　　　救助活動に従事した者の人数は、2,533人で前年の2,544人に比べ11人減少した。

　　　主な事故種別では、火災129人(前年比17人増)、交通事故1,215人(同132人減）、水難事故419人

　　(同23人増)等となっている。

(各年１.１～12.31までの期間中)

区　分 計 火　　災 交通事故 水難事故
風水害等
自然災害

機械による
事　　　故

左記以外

22年(A) 2,533 129 1,215 419 7 65 698

21年(B) 2,544 112 1,347 396 0 50 639

(A)-(B)人 △ 11 17 △ 132 23 7 15 59

第28表　事故種別活動人員

第27表　事故種別救助人員

第26表　事故種別救助活動件数

第25表　事故種別救助出動件数
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第１０章 航空消防防災活動の概要 

 
１．消防防災ヘリコプター運航の目的 
  県民の暮らしと安全を守るため、平成８年４月から消防防災ヘリコプター「とやま」を運航し、救急・

救助活動はもとより、災害状況の早期把握など市町村や消防機関等と連携して、広範囲に渡る活動を広

域的かつ機動的に展開している。 
   また、各種防災訓練への参加や一般行政利用などの有効活用にも努めている。 
 
２．運航体制 
 (1) 運航基地 富山県防災航空センター（富山空港内）［富山県消防課分室］ 
 (2) 運航組織 総括管理者―運航管理責任者――――運航管理者―所長代理――消防防災航空隊 
     （県知事政策局長）（県消防課長）  （防災航空ｾﾝﾀｰ所長）    ― 運航委託会社 
 

所 長 所長代理 
（事 務）

消防防災航空隊（派遣） 運航委託会社（東邦航空㈱） 
隊長 副隊長 隊員 操縦士 整備士 運航担当

（１名） 1 名 1 名 2 名 5 名 1 名 2 名 1 名 
    ※所長は、県消防課長が事務取扱。また、所長代理以外の職員は、指定日勤務。 
 
 (3) 運航日時 毎日（365 日）［職員の通常の勤務時間は 8:30～17:15 交替制］ 
        緊急運航は、日の出から日の入りまで 
       （ただし、大規模災害時又は林野火災時は夜間運航あり） 
 
３．活動範囲  
 

活 動 区 分 主 な 活 動 内 容 
①救 急 活 動        

②救 助 活 動        

③災 害 応 急 活 動        

④火 災 防 御 活 動        

⑤広域災害応援活動

⑥災 害 予 防 活 動        

⑦自 隊 訓 練 活 動        

⑧一 般 行 政 活 動        

⑨その他必要な活動        

患者・医師の搬送、医療機材の輸送、高度医療機関への転院搬送 
水難、火災、山岳遭難等における捜索、救助・孤立者の救出 
災害等の状況把握・監視、住民への避難誘導及び警報の伝達 
林野火災等の空中消火、消火資機材及び要員の輸送、情報の収集、伝達 
広域航空消防応援実施要綱や災害時相互応援等の協定に基づく出動 
災害危険箇所の調査、各種防災訓練等への参加、災害予防の広報 
消防防災航空隊員の各種活動技術の習得のための訓練 
県及び市町村行政における利用 
総括管理者が必要と認める活動 

 
４．ヘリコプターの機種及び装備 
 (1) 機種（形式） ベル式 412EP 型（ベル・ヘリコプター・テキストロン社製） 
 (2) 製造年月日  1995 年 2 月 17 日（製造番号 第 36107 号） 
 (3) 国籍登録記号 JA6768 

(4) 主な装備品   

飛 行 用 ① 機内式燃料増槽タンク ② フライトディレクター（オートパイロット装置）

③ 気象用レーダー ④ 電波高度計 ⑤ GPS マップ装置 ⑥ スノースキー 

消防防災用 

① 投光装置（ナイトサン）②カーゴフック ③ 機外拡声装置 ④リペリング装置

⑤ ホイスト装置 ⑥担架装置 ⑦ EMS 医療用ベッド ⑧ 消火バケット（1000Ｌ）

⑨ ウォータードロップタンク（1363Ｌ）⑩ サファイアカメラ 
⑪ テレビ映像電送装置 
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５．緊急運航 
(1)  要請機関    原則として、市町村（防災業務）消防本部（消防業務） 
(2)  出動要件……救急、救助、災害応急、火災防御、広域災害応援活動のうち、次に掲げる要件を満 
         たす場合 

         ①公共性……地域並びに地域住民の生命、身体、財産を災害から保護すること。 
         ②緊急性……さし迫った必要性があること。 
         ③非代替性…ヘリコプター以外に適切な手段がないこと。 

(3)  要請方法……電話又はファックス（共に 24 時間受付） 
 
６．ヘリコプターの活用状況（平成２２年実績） 
 

区    分 運航件数 運航時間 出動人員 救急搬送人員

緊急運航 

救 急 活 動 
  47 件  25 時間 02 分 218 人 50 人

救 助 活 動   50 件 47 時間 02 分 301 人 40 人

災 害 応 急 活 動 
  6 件 4 時間 26 分 34 人 －

火 災 防 御 活 動 
2 件 6 時間 31 分 17 人 －

広域災害応援活動 
1 件 1 時間 16 分 7 人 －

小 計 
106 件 84 時間 17 分 577 人 90 人

災害予防 

防 災 訓 練 参 加 
  47 件 35 時間 12 分 － －

災 害 予 防 広 報 
  15 件  6 時間 02 分 － －

小 計 
62 件 41 時間 14 分 － 

－

自 隊 訓 練 活 動  76 件 82 時間 07 分 － －

一 般 行 政 活 動   19 件 17 時間 06 分 － －

その他必要な活動   16 件 19 時間 49 分 － －

    合  計  279 件 244 時間 33 分 － －

 
７．飛行場外離着陸場（ヘリポート） 
  富山空港以外に、ヘリコプターの離着陸場として、河川敷広場、運動場、緑地公園、学校等県内 
 66 か所を常時確保している。（平成 23 年 4 月 1 日現在） 
  なお、救急患者の搬送等として、県立中央病院、高岡市民病院、市立砺波総合病院及び黒部市民病

院屋上ヘリポート（非公共用）も利用可能である。 
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生存者 1 2 1

危険業務

死亡

生存者 2 1 1 3 4 3

危険業務 3 3 4 7 13 12

死亡 2 2 1

生存者 14 14 15 14 16 21

危険業務 10 10 12 6 1 2

死亡 7 1 1 4 2 5

37 31 35 37 36 44

9 3 3 5 4 6

3 2 1 2 2 3

2

1 1

2 2 3 3 1 1

34 32 32 33 32 37

1

271 267 288 230 351 337

1 1 1 1

1 1 1 2 2 1

瑞宝単光章

叙
勲

褒
章

内 閣 総 理 大 臣 表 彰

計

指 導 者

全国少年消防クラブ
運営指導協議会会長

表彰
　(消防庁長官表彰）

叙　　　　　　　位

藍　　　　綬

紺　　　　綬

表 彰 旗

安 全 功 労 者

退職消防団員報償

消
防
庁
長
官
表
彰

功　　労　　章

　　　　　　年 度
種　類

第１表　国が行う各種表彰の受賞状況

　国が行っている表彰の富山県消防関係者の受賞実績は第１表のとおりである。

楯

永年勤続功労章

表　　彰　　旗

竿　　頭　　綬

総 務(自治)大 臣 表 彰

瑞宝小綬章

瑞宝双光章

　地域社会に起こる種々の災害から住民の生命と財産を保護し、これら災害を防除し、また災害
による被害を軽減するという消防の任務は著しく困難で危険性が高く、その功労に報いるため消
防職団員、消防機関並びに消防に協力した個人及び団体を対象に種々の表彰が行われてい
る。

　なお、栄典制度の改革により、平成15年秋の叙勲から勲等の改正があった。

22

第11章　消　防　表　彰

１．国の表彰

2117 19 2018
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　消防団員の勤務の特殊性にかんがみ、団員として多年勤務して退職した者に対して、その在職中に
おける功労に報いるとともに、現職の消防団員の志気の高揚を目的として、昭和46年12月「富山県退職
消防団員報償規定」を制定し、この規定に基づき、消防団員として10年以上15年未満勤続し退職した
者に対し、賞状と記念品（銀杯）を授与している。

　活動が優良な少年消防クラブ及び指導者に対し、全国少年消防クラブ運営指導協議会富山県支部
長（富山県知事政策室長）表彰を行っている。

２．県の表彰

（１） 富山県消防表彰規則に基づく表彰

（２） 富山県退職消防団員報償規定に基づく報償

　富山県知事の行う表彰は、昭和27年から実施しているが、当時は内規により暫定的に行われていたも
ので、今日からみると表彰の種類も少なく、わずかに表彰綬及び無火災表彰綬が授与されていたにす
ぎない。

　昭和31年に「富山県消防表彰規則」が制定され、前記のほか新たに消防吏員及び消防団員に対して
は、顕功章、精勤章及び表彰状を、消防機関に対しては、まといをそれぞれ授与することとした。

　さらに、表彰制度を広く充実したものにするため、昭和38年5月11日付富山県規則第30号で規則の全
部を改正し、新たに消防吏員及び消防団員に対する功績章ならびに消防に協力した部外の個人及び
団体に対する表彰を加え、さらには消防吏員及び消防団員に対する賞じゅつ金制度を折り込むなど、
表彰制度の整備拡充を図った。

（３） 少年消防クラブ及び指導者に対する表彰

6 6 7 7 11 8

32 33 33 32 33 34

62 61 58 63 70 72

1 1 1 1 1 1

2 2 2 3 2 2

51 61 74 55 66 59

1 1 1 1 2 1

306 316 314 318 313 317

69 74 73 61 67 70

表彰旗 1 1 1 1 1 1

楯 4 5 4 5 6 6

指導者

無 火 災 表 彰 綬

運営指導協議会

　　　　　　　　　年　度

表 彰 状

22

富 山 県 支 部

富
山
県
知
事
表
彰

顕 功 章

功 績 章

精 勤 章

ま と い

表 彰 綬

全国少年消防クラブ

18 19 2017

第２表　県が行う各種表彰の受賞状況

現 場 表 彰

退 職 報 償

21
　種　類
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第 12 章 消 防 教 育 訓 練 

１．消防学校の沿革 
  ア． 昭和28年4月1日             富山市湊入船町 35 番地に富山県消防訓練所設置。 

  イ． 昭和34年10月1日             富山県消防学校と改称。 

  ウ． 昭和45年10月1日             富山市友杉 1614 番地に移転。本館、屋内訓練所、グランド等設置。 

  エ． 昭和57年7月31日             救助訓練塔（Ａ塔、Ｂ塔、Ｃ塔、Ｄ塔）完成。 

  オ． 昭和62年3月31日             グランド整備工事施工。 

  カ． 昭和62年8月21日             校舎内に冷房設備工事施工。 

  キ． 平成2年12月7日             化学実験教室を普通教室兼用に改修。 

  ク． 平成4年6月22日             放水訓練施設を設置。 

  ケ． 平成11年12月6日             修養室を救急実習室に改修。 

  コ． 平成１9 年３月３０日 教材室 2 部屋を宿泊室に改修。 

  サ．平成 20 年３月 26 日 教材室を女子休憩室に改修。 

 

２．学校施設の概要 
  敷地面積 16,318 ㎡ 

  建物面積      延  2,084 ㎡ 

・本  校  舎 鉄筋コンクリート３階建   延  1,216 ㎡ 

・体  育  館 鉄骨造り 410 ㎡ 

・機  工  場 鉄骨造り 80 ㎡ 

・訓  練  塔 鉄筋コンクリート地下１階地上５階 144 ㎡ 

・燃焼実験室         鉄骨造り 46 ㎡ 

・車 庫         鉄筋ブロック造り 128 ㎡ 

・倉 庫         鉄筋ブロック造り 60 ㎡ 

・そ  の  他         補助訓練塔高さ 20ｍ 地下式有蓋貯水槽 40 ㎥ 

３．学校教育の内容 

⑴ 目 的 

社会情勢の変化や技術の発展に的確に対応するために、住民から期待される水準を充たす消防に

係る知識及び技能の効率的かつ効果的な修得を図り、もって適切公正、安全かつ能率的に業務を遂

行できるよう、消防職員及び消防団員の資質を高めることを目的とする。 

⑵ 種 別 

消防職員の教育訓練は、初任教育、専科教育（警防科、特殊災害科、予防査察科、危険物科、火

災調査科、救急科及び救助科）、幹部教育（初級幹部科、中級幹部科及び上級幹部科）及び特別教

育、消防団員の教育訓練は、基礎教育及び特別教育に大別される。 

・  初任教育 

 初任教育は、新たに採用した消防職員のすべてに対して行う基礎的教育訓練であり、この教育とし

て初任科を実施した。 

・  専科教育 

 専科教育は、現任の消防職員に対して行う特定の分野に関する専門的教育訓練である。 

 この教育として、予防査察科、火災調査科、救急科、救助科及び特殊災害科を実施した。 

・  幹部教育 

 幹部教育は、幹部及び幹部昇進予定者に対して行う消防幹部として一般的に必要な教育訓練であ

る。この教育として、初級幹部科、上級幹部科を実施した。 

・  特別教育 

特別の目的のために行う教育訓練として、無線通信講習、機関員養成講習、新任消防長講習を実

施した。 

・  消防団員教育 

特別教育として、基礎教育、指導員研修を実施した。 
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（１）　消防団員の教育訓練

14 15 16 17 18 19 20 21 22

736　名 1,042　名 638　名 254　名 399　名 340　名 341　名 358　名 417 名

40 42 42 42 42 41 40 39 34

（２）　その他の教育訓練

　民間の特設消防隊員の幹部に対し、年１回１日実施している。

14 15 16 17 18 19 20 21 22

33　名 20　名 21　名 43　名 36　名 38　名 37　名 39　名 35名

55 77 55 54 65 71 66 76 64

５．消防学校以外の教育訓練

（１）消防大学校への派遣

　ア　県 消防学校から火災調査科及び予防科に各1名派遣した。

　イ　その他 自治体消防職員の資質向上のため、第3表のとおり消防大学校へ派遣した。  

（２）消防職・団員の消防操法訓練

　県下、消防職・団員の機動的かつ実践的行動の練成に主題をおき、消防用機械器具の取扱いに習熟させると

ともに、火災防御上の諸般の要求に適応させることを目的として消防操法訓練を行い、毎年定例的に県下の

消防操法大会を署・団それぞれに実施している。

幹 部 研 修

そ の 他 の 研 修

年 度

団 員 研 修

指 導 員 研 修

年 度
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期 間 延 時 間 生 徒 数 備 考

22年 4月 5日 ～ 9月29日 121　日 840　時間        60　人 全 寮

特別教育 22年 6月 3日 ～ 6月 4日 2 14 60(59) 初任科併合

23年 1月 12日 ～ 1月25日 10 70 18 全 寮

23年 2月 3日 ～ 2月17日 10 70 16 〃

22年 11月 2日 ～ 12月24日 36 260 39 寮 ・ 通 学

22年 10月 1日 ～ 10月29日 20 140 12 全 寮

22年 12月 2日 ～ 12月10日 7 49 13 通 学

23年 3月 3日 ～ 3月16日 10 70 38 全 寮

22年 10月 20日 ～ 10月22日 3 21 12 通 学

22年 6月 ～ 12月 随時 21 15 （ 委 託 ）

22年 4月 19日 ～ 4月23日 5 20 2 通 学

224　日 1,575時間 285(59)　人

22年 10月 3日 2月 4日 2 12 118 通 学

22年 11月 19日 1 6 34 〃

22年 6月 17日 ～ 7月14日 8 35 299 〃

11　日 53　時間       451　人

22年 11月 2日 1 7 28 通 学

22年 11月 30日 1 6 35 〃

22年 10月 4日 1 6 36 〃

3　日 19　時間       99　人

238　日 1,647　時間       835  人

（注） （　）は初任科生徒数で無線通信講習を受講したもので、その内数である。

小 計

婦 人 防 火 ク ラ ブ

そ
の
他

基 礎 教 育

指 導 員 研 修 （ 日 消 ）

自 衛 消 防 隊

消
防
団
員

操 法 指 導

第２表　平成22年度消防学校教育訓練実施表
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年度別

課
程
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第３表　消防大学校へ派遣した職員数
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